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会 報

（1）



 

第 回通常総会次第 

 

 

日  和元   日 土  

                              13:30～14 00 

                           場所 富山県厚生連高岡病院 

                              地域 療研修ｾﾝﾀｰ Ⅰ  

 

 

開 会 

会長挨拶 

議長選任 

議 録署 人選出 及び書記指  

議  

  第 号議案 成30 度 業報告書 産目録 収支決算書報告 い  

  第 号議案 成31 度 業計 案及び収支予算書案 い  

   

 

14 00～ 

  公開講演   

     

         集落 農業 次 世  

         ～津和 農 村 あゆ ～  

         農 組 法人 村 表理 組 長 糸賀 盛人 
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第 号議案 成 度事業報告および収支決算報告書承 ついて

成 度事業報告

．事業の概要 

成 度 業終了 当 業 概況 い 報告致  

  本会 豊 農業 農村 維持 農業者 健康 い 様々 調査研究 行 い

 

  特 本会設立 来 全国 駆 農作業 故 実態調査 農水省 実施 農作業 故

対面調査 主 的 推 い 高齢者 農作業 携わ 健康保持増

効果 関 調査 引 実施 い  

  研究成果 成 東京 開催 第 回日本農村 学会 並び 成

開催 第 回富山県農村 学研究及び健康管理活動発表集会 各種学会 発表

 

  本会 活動 療関係者 行政 農協 び農村 保健 療 関心 あ あ ゆ

方々 協力 実施 次 度 引 業計 基 研究調査 鋭意

組 い い 思い 会員各 絶大 協力 願いい  

．主 事業項目の概要 

．研究調査活動 

農業災害 故調査 

目  的 

 昭和 45 実施 い 農業機械災害 故 び農業機械 外 農作業災害 故調査 い

実施  

調査方法 

 例 通 県 関連 療機関約 850 所 対 臨床例 無 い 照会 農作業 故 臨床

例 収集 行 40 い 全共連富山県本部 生命 傷害共済証書 案 抽出

成 24 度 降 度 案収集 過去 連 調査 質 間 例数や 容 大 変わ

い 全共連  2013 成 25  2017 成 29 タ 提供 い わ

集計  

調査結果 考察 

 療機関 収集 臨床例 農機 23 例 農機外 20 例 計 43 例 あ  全共連本部 (2013

～2017 )傷害共済 82件 自動車 害 124件 あ 但 自動車 害 物損 例 臨床例

 

富山県農業災害 故調査報告書 当会 掲載 あ  

http://www.kouseiren-ta.or.jp/pagedata/n-tnouson/index.html 
各種農作業 チ 作成 

目  的 

 前 度 引 農作業 故 予防 稲作 作 酪農 セ ン

チ 故 実態や各地域 実態 基 作成  

方法 

 故調査 基 現場 作業毎 チ 作成 各種 営農集団 稲作

作 酪農 い 実 使用 効果等 い 聞 調査 行  

 特 各 会 農作業安全講習 い 実 農作業現場 チ 確 や問 点

抽出方法 意見交換 行  
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調査結果 分析 発表 

 県 各地 営農組 や実態 添うチ あ 実 作業 検証 行い チ

い 確 行 特 問 把握 手法 い 各自 日頃 作業 問 点 出 い

互い 課 対策 見い 研修 多 参加者 実習方法 大変 効 意見 寄  

 

農業機械 音 関 調査研究 

目  的 

 昨 度 引 農業機械 音 い 作業 音測定 行い 農作業者 音性難聴 発生

防 目的  

 

調査方法 

 各種農業機械 作業 音 い 特 音性難聴 惹起 4000Hz 音 い 1/3

タ 分析 音計 用い 測定  

調査結果 分析 発表 

 農業機械 音 機械そ 音 い 無響音室 い 作業 外 測定 多

い 実 作業 音測定 行わ い い  

 特 型 ン ン 持 前 引 刈払機や動力散 機等 音 測定 前 報告

様 型 ン ン 用い い 農機 4000HZ前後 音性難聴 惹起 周波数 音 高

防護対策 徹底 必要 考え  

 

高齢者 知 断 操作 機能評価 

目  的 

 高齢者 農業機械 操作 険 知 う 操作 べ 断 実

断 通 操作 必要 あ 知 断 操作 一連 流 滞

故 い 機能評価 前 開発 叩 ソ 用い 各 齢毎 標準

値 求 実 作業者 程度 水準出来 指標 う 標準 調査 行  

 昨 度 様 調査 行 い 例数 増や 齢標準線 一般  

 

方  法 

 成29 度 い 叩 点数 ソ 確定  

 点 点 点 点 種類 タ 次々 出現 間 分間 あ

各種会 参加者 叩 点数 各 一定 人数 被 者 叩 実施

併 農作業 故経 ン 調査 叩 点数 故

関連 い 検討 調査 回 行い そ 最高点 そ 人 点数  

 対象 各種 ン 参加者 び 厚生連高岡病院健康管理センタ 日 人間 診者 う

希望者 い 実施  

 
調査結果 分析 発表 
 約1,221人 実施 回行 者 1,189人 あ 昨 度 効被 者数382人 加え 1,571人

叩 結果 ン び  

点数 齢 高 得点 特 得点 減点 打点数 い 減点

叩い 割 間 い打点率 20歳 比較 70歳 降間 い率 急激 高 打点

罹 間 70歳 降 特 多 間 要 い  

生活機能 関係 特 高齢者 生活機能 良 群 比較 良 群 間 い率 高

タ 運転 い 険 感 体 あ 等 群 間 い率

意 高  

叩 用い 高齢者 タ 等 適否や注意喚起 採

用出来 可能性 考え  

後 例数 増や 基準値 作成 定 ン 作成 実 現場 利用

い 考え  
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研究助成 

 酒井理 富山県農村 家族 変容及び いえ 関 研究 水稲 基幹

富山県 農業 機械 省力 兼業 可能 い 農業 高齢 や跡 問 深刻

大変意義 あ 研究 対 助成金 50万 研究期間 Ｈ30 Ｈ31 度 2 間 各

度 25万  

度 報告 Ｈ30 度 報告 会 第 巻 掲載  

 

 

．各種研究会参加 

第 回日本農村 学会学術総会 第 回国 農村 学会学術総会 

  開 催 日  成 日 木 ～ 日 金  

  開催場所  ＴＦＴ  東京 ョンタ ン  

  会員発表   

  第 回日本農村 学会学術総会 

 富山県 空中花粉飛散 気象要因 関連性 

     富山県農村 学研究会       田 稔他 

 叩 用い 知⇒ 断⇒操作 機能評価 農業機械操作 可否 い  

     富山県農村 学研究会       大浦 栄次他 

  第 回国 農村 学会学術総会 

  Significance of airborne pollen measurements as a tool to prevent Japanese pollinosis 

  At the community level in japan 

                                     寺西 秀豊 

 

第 回富山県農村 学研究及び健康管理活動発表集会 

  開 催 日  成 日 土  

  開催場所  厚生連高岡病院地域 療研修センタ  

  会員発表   

 

   行動変容 実効期 維持期  

  生活習 病関連健診 タ 生活習 関 検討 

    厚生連高岡健康管理センタ        川美咲  

  タ 花粉症 い  

富山県農村 学研究所 富山協立病院   寺西 秀豊       

  タ タ 病 公害 定  

県立 タ タ 病資料館 誉館長    鑑森 定信 

  成 豪雪 人的被害 い  

富山県農村 学研究会         田 稔  

 知⇒ 断⇒操作 機能評価 第 報  

富山県農村 学研究会          大浦 栄次  
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．主 行事 成 月 日～ 成 月 日  

 

. .日 主        行     

項 場 所 

30.4.25 

 

30.6.2 

 

29.6.11 

 

30.7.4 

 

30.10.11 

～12 

 

30.10.11 

 

30.12.20 

 

31.2.6 

 

31.3.2 

役員会 

 

 

 

第 巻会 発刊 

 

役員会 

 

第 回日本農村 学会総会 

 

 

富山県農業災害 故実態調査 前期  

 

役員会 

 

富山県農業災害 故実態調査 後期  

 

第 回富山県農村 学研究及び健康
管理活動発表集会 

 

厚生連本所応接室 

 

 

 

厚生連高岡病院地域 療研修センタ  

 

厚生連本所応接室 

 

東京都 東 明 会員発表  

 

 

県 療機関 

 

厚生連本所応接室 

 

県 療機関 

 

厚生連高岡病院地域 療研修センタ
会員発表  

 

 

 

 

．総会 

 

 第 回総会 

総 会 日 現 在 会 員 数 306  

出 席 会 員 数 

実 出 席 会 員 数 31  

委 任 状 数 234  

計          265  

要 議 及び議決 項 

第 号議案 

 成 度 業報告 収支決算書 い          原案  

第 号議案 

 成 度 業計 案 収支予算書案 い        原案  

 

※議 終了後 講演会 開催 

 

 特 講演 講師 特定非営利活動法人 食 福祉 環境 考え ネ ワ  

         前理 長 牛島 政信 

 

      い者自立支援センタ あ 果愛 活動  

       ～ い者 高齢者 農業 通 地域福祉活動～ 
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 成  度 収 支 決 算 書 
自 成 日～ 成 日  

収入 部 
   

              (  

項   目 予 算  決 算  差 引  備      考 

会 費 収 入 306,000 309,000 3,000   

会     費 306,000 309,000 3,000 306人ェ1,000  

特 担金 1,470,000 1,470,000 0   

特   担 金 870,000 870,000 0 870,000 厚生連  

調査研究協力費 600,000 600,000 0 厚生連 繰入 

雑 収 入 100 6 -94   

雑   収   入 100 6 -94 利息  

前期繰越金 394,365 394,365 0   

収  入  計 2,170,465 2,173,371 2,906   

     

支出 部 
   

              (  

項   目 予 算  決 算  差 引  備      考 

会 議 費 250,000 151,714 -98,286   

総   会   費 150,000 88,605 -61,395 資料 講師料他 

役  員  会  費 100,000 63,109 -36,891 役員会 回 

 業 費 1,710,000 1,595,851 -114,149   

研 究 調 査 費 1,000,000 888,664 -111,336 各種調査研究 

専 門 委員会費   0 0      打  

研 究 集 会 費 100,000 101,890 1,890 発表集会抄録 会場費  

会  発 行 費 500,000 340,200 -159,800   

編 集 委員会費   0 0   

通    信    費 80,000 145,097 65,097   

消  耗  品  費 30,000 120,000 90,000   

備 品  什 器   0 0   

旅費交通費 200,000 274,640 74,640   

旅 費 交 通 費 200,000 274,640 74,640 日本農村 学会 参加費  

雑   費 10,000 11,016 1,016   

雑          費 10,000 11,016 1,016   

予 備 費 465 0 -465   

予    備    費 465 0 -465   

支 出 計 2,170,465 2,033,221 -137,244   

次期繰越金 0 140,150 140,150   
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第 号議案 成 度事業計画案および収支予算案の承 ついて 

成 度事業計画 案  

 

．事業方針 

 富山県 農山漁村 べ 健康問 調査研究 明 健康 村 寄  

 特 農薬中毒や農業災害 職業性疾患等農業 学的分 及び 農村環境や農村生活 起因 農村

学的分 い 調査研究 行う 命 育 農業 営 精神的 社会的 文 的意義 明

心豊 農村 寄  

 

．事業計画概要 

農村 職業性疾患 調査研究 

 農村 地域環境並び 農作業 特 性 起因 健康 害 調査研究 

農業災害 調査研究 

 農業機械 健康 及 影響 い 調査研究 特 音及び振動 影響 関   調査研究 

 農業機械及び農業機械 外 農業災害 故調査研究 

農薬 生体 及 影響 関 調査研究 

 農薬中毒 実態調査 

 農薬 生体 対 急性及び 性的影響 関 調査研究 

 農薬 生体 留 関 調査研究 

健康管理 関 調査研究 

 農業従 者 健康状態 把握 保健指  

 農業従 者 健康管理 関 調査研究 

 農業従 者 生活習 病 実態調査 そ 対策 関 調査研究 

農村 社会 学的研究 

 農村 高齢者 関 調査研究 

 社会変動 農業従 者 生活 健康 及 影響 い 調査研究 

 都 近郊農村 社会 学的研究 

 農村 食生活 変 健康影響 関 調査研究 

農村 特 疾患 調査研究 

 伝染病 風土病等 地域多発疾患 疫学的調査研究 

農村 環境汚染 びそ 変 健康影響 関 調査研究 

乳幼児並び 学童 健康調査研究 

農村 健康会議 健康教室等 実施 

10 研究会 並び 必要 刷物 発行 

11 研究集会 参加及び開催 

12 そ 他目的 成 必要 項 

 

．主 事業計画 

．主 調査研究 

農業災害 関 調査研究 

  富山県 農業災害 故調査 

  農業災害 故 タ  

  高齢者 農作業安全 関わ 調査研究 

農薬中毒 関 調査研究 
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  農薬散 者 健康調査 

  機 ン剤 体 留 関 調査研究 

農村 疾患 関 調査研究 

  農村地 花粉症 関 調査研究 

  農村 民 疾患 関 調査研究 

農作業及び農作業環境 健康 害 関 調査研究 

  各種農作業 作業環境及び労働 荷 関 調査研究 

農山村 音 聴力 害 関 調査研究 

  農業機械 音分析及び作業中 音暴露 測定 

農村環境 変 健康影響 関 調査研究 

  農村 熱中症 温暖 影響 関 調査研究 

  農村 自然 ネ 実態 利用 将来的可能性 関 調査 

農村 生活習 健康 関 調査研究 

  食生活 健康 関 調査研究 

  農村生活 変 健康 害 関 調査研究 

  農村 タ ン 実態 そ 対策 

農村 マ 関 調査研究 

  農村 健康管理運動 関 調査研究 

  農村検診 各種疾患 要因分析 関 調査研究 

農村 高齢者問 関 調査研究 

  農村高齢者 生 い因子 解析 関 調査研究 

  農村高齢者 農作業 骨密度 関連 関 調査研究 

  農村 護 び 知症等 関 調査研究 

10 そ 他 農山漁村 各種健康 保健調査 実施 

 

．各種研究集会参加 交流並び 開催 

第 回富山県農村 学研究及び健康管理福祉活動発表集会 開催 

  和 日 土 厚生連高岡病院地域研修センタ Ⅰ 

 

第 回日本農村 学会  

  開催日 和 日 日 

  開催場所 海 広       

 

 

．会 等の印刷物の発刊 

  会 発刊 

  農村 学 関 啓蒙資料 作成 

    そ 他 

 

．その他目的達成 必要 事業 
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 成  度 収 支 予算 書 
自 成 日～ 和 日  

収入 部 
  

              (  

項   目 前 度 予算  備      考 

会 費 収 入 306,000 306,000   

会     費 306,000 306,000 306人ェ1,000  

特 担金 1,470,000 1,470,000   

特   担 金 870,000 870,000 870,000 厚生連  

調査研究協力費 600,000 600,000 厚生連 繰入 

雑 収 入 100 100   

雑   収   入 100 100 利息  

前期繰越金 394,365 140,150   

収  入  計 2,170,465 1,916,250   

    

支出 部 
  

              (  

項   目 前 度 予算  備      考 

会 議 費 250,000 300,000   

総   会   費 150,000 200,000 資料 会場費 講師料他 

役  員  会  費 100,000 100,000 役員会 回 

 業 費 1,710,000 1,160,000   

研 究 調 査 費 1,000,000 600,000 各種調査研究 

専 門 委員会費 0        打  

研 究 集 会 費 100,000 100,000 発表集会抄録 会場費  

会  発 行 費 500,000 400,000   

編 集 委員会費 0     

通    信    費 80,000 30,000   

消  耗  品  費 30,000 30,000   

備 品  什 器 0     

旅費交通費 200,000 200,000   

旅 費 交 通 費 200,000 200,000 日本農村 学会 参加費 

雑   費 10,000 250,000   

雑          費 10,000 250,000 日本農村 学会役員分担金 期 

予 備 費 465 6,250   

予    備    費 465 6,250   

支 出 計 2,170,465 1,916,250   

次期繰越金 0 0   
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役員 簿 

富山県農村 学研究会役員 簿 

R1.7.1 

理    役            職 
鏡 森 定 信  富山産業保健総 支援センタ 所長 
大 島    県農業 術課  課長 
安 藤  満  元富山国 大学 教授 
寺 西 秀 豊  元富山大学 学部公衆衛生学教室 准教授 
酒 井 富  国立大学法人富山大学研究推 機構極東地域研究センタ  教授 
中 崎 美 峰 子  富山県衛生研究所 副主幹研究員 
亀 谷 富  厚生連高岡健康管理センタ 所長 

川 清 秀  厚生連高岡病院 院長 
栗  厚生連滑川病院 院長 

山 本 康 雄  富山県農協中央会農業対策部 部長 
堀 田 和 豊  全農富山県本部生活燃料部 部長 
西 川 藤 樹  富山県厚生連 表理 理 長 
大 浦 栄 次  富山県厚生連 健康福祉  
谷 井 悦 子  富山県農協女性組織協議会 会長 
高 木 謙 郎  富山県農協青 組織協議会 会長 
川 西 久 美 子  富山県高岡地 生活指 員協議会 会長 
監     役             職 

橋 本 直 輝  厚生連滑川病院 副院長 
高 木  茂  富山県厚生連 常務理  
 
顧   問 役             職 

石 田 礼  富山 民病院 誉院長 
加 須 屋  実  富山大学 誉教授 
寺 中 正 昭  寺中 ニ  院長 
菊  誠  金沢西病院 理 長 
熊 谷 武  元高岡 保健センタ  所長 

川 忠 邦  元老健施設 苑一穂 施設長 
務局長 
田  稔  富山県厚生連健康福祉課付審査役 

 

理  

  就任   富山県農林水産部農業 術課   課長 大島  

       厚生連滑川病院         院長 栗  

       全農富山県本部生活燃料部    部長 堀田 和豊 

       富山県農協青 組織協議会    会長 高木 謙 郎 

       富山県高岡地 生活指 員協議会 会長 川西 久美子 

  退任   富山県農林水産部農業 術課   課長 川口 祐男 

       全農富山県本部生活燃料部    部長 金杉 康博 

       厚生連滑川病院         院長  泰弘 

       富山県農協青 組織協議会    会長 大久保  

       富山県高岡地 生活指 員協議会 会長 中尾 英 子 

  監  

  就任   厚生連滑川病院        副院長 橋本 直輝 

  退任   厚生連滑川病院        副院長 栗  
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